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AGENDA

1. 0から建築~設備システムの入力
1.1 建築の入力

 建築概要、図面情報の読み取り
 建築モデルの入力

1.2 空調設備の入力
セントラル空調システム、ビルマルの入力
 台数制御の優先順位
 省エネ手法

1.3 換気設備の入力
 排気ファンの設定

1.4 照明設備の入力
 照明発熱の設定
 照明器具の設定

1.5 給湯設備の入力
 給湯箇所、給湯器の設定

1.6 昇降機設備の入力
 昇降機の設定

1.7 太陽光発電設備の入力
 発電パネルの設定

2. 一次エネルギー消費量の計算
 計算の実行、計算結果の見方
 入力一覧、計算結果の出力 2



BEST計算を行う上での入力のポイント

入力の詳細度(及び計算時間)と結果の精度
 比例関係ではない。
 100%の精度は難しい。

実用的な計算方法
(入力時間や計算時間の節約と計算精度の両立)

 計算に影響のある項目を押え、シンプルに入力する。
(建築)押える:外皮面積や床面積、ｼﾝﾌﾟﾙ:ホテル等の連なった個室を1室とする。等
(設備)押える:COPや合計能力、 ｼﾝﾌﾟﾙ:同じ能力の機器をまとめて1台とする。等
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入力の詳細度
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1. 0から建築~設備システムの入力

1.1 建築の入力

演習内容
対象:14階建て 事務所ビル

4正面外観イメージ

※Aビル（操作編解説書）



1. 0から建築~設備システムの入力

1.1 建築の入力

内容
 14階建て 事務所ビル
基準階のみの簡易入力

ポイント
初期検討として行う
省エネ試算を行う
操作に慣れる

5断面図（構成）

※Aビル（操作編解説書）

75％以上がオフィス



敷地
概要

名称 Aビル
建築場所 東京都

建物
概要

建物用途 事務所
延床面積 20,580.88 m2

階数 地下1階、地上14階
建物高さ +59.6 m

空調
概要

熱源設備 電気+ガス熱源方式
空調設備 インテリア:各階空調機+VAVユニット

ペリメータ:Low-E複層ガラス
換気設備 第1種換気:EV機械室

第3種換気:便所、給湯室
監視・制御 中央監視設備

1. 0から建築~設備システムの入力

建物概要

6
配置図

※Aビル（操作編解説書）



1. 0から建築~設備システムの入力

建物平面（基準階）

基準階平面図 7

※Aビル（操作編解説書）
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1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備① 空調室の確認

事務室

メモ:
空調図面、
又は設計思想から判断

書架室

8



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備② ゾーニングの確認
メモ:
ペリメータ、インテリ
ア、EV機械室、廊下等

PACA
H
U

A
H
U 書架室

事務室
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1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備③ 寸法の確認

10

5.3ｍ

メモ:
構造スパンで計測
空調室の外皮が重要

4.3ｍ

17.6ｍ 6.4mスパン×8 = 51.2m

6.4ｍ



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討
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メモ:
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ
12.6ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

5.0ｍ



1. 0から建築~設備システムの入力

BESTプログラム起動 操作画面名称

12

メニューバー

メニューツリー

メニューアイコン

BEST省エネ
基準対応
ツール
アイコン



1. 0から建築~設備システムの入力

物件管理 入力操作
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建物名称、ケース名の入力

新規登録ボタン



1. 0から建築~設備システムの入力

基本情報入力 入力操作

14

地域区分の利用先:
・ベース計算の標準仕様
・給湯補正係数
・冷暖房の運転時間

床面積 20000m2の入力

地点の設定



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討

15

メモ:
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ
12.6ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

5.0ｍ



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討

16

メモ:
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

12.6ｍ

5.0ｍ



1. 0から建築~設備システムの入力

建物情報入力 入力操作
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メモ:
フロア形状の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

建物情報入力 入力操作
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メモ:
フロア形状の入力

フロア名称の登録

フロアの設定 (階数)1～14、(階高)4m

フロアのプロット

フロアの確定

方位の設定

建築図で確認した
横6.4ｍ、6.4m…
縦5.0m、12.6m…
を記入後、
黄色セルをクリックしてオレ
ンジに反転させる。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の入力

右の操作パレットにある
操作、共通の用途をクリックし、
事務所等をアクティブにします。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

20

メモ:
室(ゾーン)の入力

操作パレットの設定したい室用途をクリックした後に、
図面の白抜きのエリアをクリックするとその用途が設
定されます。
あるいは、クリックしたままゾーン範囲を選択しても設
定されます。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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クリックしてアクティブ

メモ:
補助線の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

24

右クリックして、補助線の設定を選択

メモ:
補助線の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

25

メモ:
補助線の入力

いずれかを選んで、必要な数値を入力する。

OKボタンを押す



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

26補助線が設定されている。

メモ:
補助線の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

建物入力の準備④ モデル化の検討

27

メモ:
非空調室の形状は無視
ペリメータゾーンを決定

6.4mスパン×8 = 51.2m

12.8ｍ6.4ｍ 25.6ｍ 6.4ｍ
12.6ｍ

書架室5.3ｍ

4.3ｍ

5.0ｍ



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

28

メモ:
室(ゾーン)の入力

右クリックしたままゾーン範囲を選択すると、室同士
が結合されて設定されます。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の結合

室選択をクリック



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作
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メモ:
室(ゾーン)の結合

CTRLボタンを押しながら、左クリック。
赤線になったエリアで、右クリックし、室の結合を選択
する。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

34

メモ:
室(ゾーン)の結合

選択した範囲が結合される。



1. 0から建築~設備システムの入力

室情報入力 入力操作

35

メモ:
室(ゾーン)の結合

同様に結合する。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

36

外壁:(外断熱)RC+タイル

窓:単板ガラス
:透明ガラス、サッシ（金属製）

ブラインドあり、 窓面積率18%

窓:複層ガラス空気層12mm、日射遮蔽型Low-E+透明、金属製、
ガラス厚さ8mm、明色ブラインド(標準)、窓面積率60％

内壁:軽鉄間仕切り

庇:水平庇 庇の出 600㎜ 外壁幅(X2) 17,600㎜
窓の高さ(Y2) 2,100㎜ 外壁高さ(Y3) 450㎜

メモ:
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、材質: アルミニウム、
面積率: 10%等と入力する。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

37

メモ:
外壁を入力する。

右の操作パレットにある部材一覧から
外壁、内壁、窓、庇等を選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

38

メモ:
外壁を入力する。

選択可能な外壁をクリックする。
クリック後は、図面の外壁を囲うように選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ:
外壁を入力する。

登録後は、
色が変化。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作
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メモ:
外壁を入力する。（案件固有）

案件固有の壁とする場合は
部材編集をクリックし、物件-壁の編集をクリックする。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

41

メモ:
外壁を入力する。（案件固有）

壁の名称を新たに設定
し、部材構成（追加、
挿入、削除等）を設定
後、新規登録ボタンを
押す。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 入力操作

42

メモ:
外壁を入力する。（案件固有）

外壁のツリーに新たに外
壁が登録される。



1. 0から建築~設備システムの入力

内壁の入力 入力操作

43

外壁:(外断熱)RC+タイル

窓:単板ガラス
:透明ガラス、サッシ（金属製）

ブラインドあり、 窓面積率18%

窓:複層ガラス空気層12mm、日射遮蔽型Low-E+透明、金属製、
ガラス厚さ8mm、明色ブラインド(標準)、窓面積率60％

内壁:軽鉄間仕切り

庇:水平庇 庇の出 600㎜ 外壁幅(X2) 17,600㎜
窓の高さ(Y2) 2,100㎜ 外壁高さ(Y3) 450㎜

メモ:



1. 0から建築~設備システムの入力

内壁の入力 入力操作
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メモ:
外壁→内壁→窓→庇の順で入力
窓サッシは、面積率を入力する。

内壁の設定



1. 0から建築~設備システムの入力

窓の入力 入力操作

45

外壁:(外断熱)RC+タイル

窓:単板ガラス
:透明ガラス、サッシ（金属製）

ブラインドあり、 窓面積率18%

窓:複層ガラス空気層12mm、日射遮蔽型Low-E+透明、金属製、
ガラス厚さ8mm、明色ブラインド(標準)、窓面積率60％

内壁:軽鉄間仕切り

庇:水平庇 庇の出 600㎜ 外壁幅(X2) 17,600㎜
窓の高さ(Y2) 2,100㎜ 外壁高さ(Y3) 450㎜

メモ:



1. 0から建築~設備システムの入力

窓の入力 入力操作
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メモ:複層ガラス空気層12mm、
日射遮蔽型Low-E+透明、金属製、
ガラス厚さ8mm、明色ブラインド(標準)、
窓面積率60％

窓の設定



2. 壁・窓・庇入力 入力操作

窓の面積率の考え方

の面積
窓の面積率 =

の面積



1. 0から建築~設備システムの入力

庇の入力 入力操作
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メモ:水平庇 庇の出 600㎜ 外壁幅(X2) 17,600㎜
窓の高さ(Y2) 2,100㎜ 外壁高さ(Y3) 450㎜

庇の設定



1. 0から建築~設備システムの入力

屋根の入力 入力操作

49

メモ:屋根、ピロティの設定も同様に可能。
屋根、ピロティのあるゾーンを選択する。

庇の設定



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 一括編集

50

メモ:
外壁、内壁、窓の面積、仕様の一括編集。
エクセル利用

外壁、内壁等の詳細入力

・一括編集ボタンを押すと、一括編集ウィンドウが開き、外壁、内
壁、窓、庇、室等を個別に、直接修正することが可能。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 一括編集

51

メモ:
外壁、内壁、窓の面積、仕様の一括編集。
エクセル利用

詳細入力を有効にする。をチェックする。

右端上端にある詳細入力を有効にするをチェッ
クすると、白く反転した部分は直接入力が可能
になる。 変更した場合はOKボタンを必ず押す。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 一括編集

52

メモ:
外壁、内壁、窓の面積、仕様の一括編集。
エクセル利用

詳細入力を有効にする をチェックする。

室を編集する場合。室のタブをクリックする。
右端上端にある詳細入力を有効にするをチェッ
クすると、白く反転した部分は直接入力が可能
になる。
BEST図面上の室番号は変更できないため、
室名はここで入力する。



1. 0から建築~設備システムの入力

壁・窓・庇入力 一括編集

53

メモ:
外壁、内壁、窓の面積、仕様の一括編集。
エクセル利用

エクセルでの編集
右下にあるExcel出力ボタンを押すと
データをExcelで修正が可能になる。
修正が終わったら保存してExcelを終
了し、Excel取込ボタンで該当する
データを取り込む。変更後は必ずOK
ボタンを押す。

Excel出力画面



1. 0から建築~設備システムの入力

非空調室 入力操作

54

メモ:
行追加ボタンで新規登録する。
名称、面積、用途、室数

行追加ボタンで非空調室を新規に登
録する。
名称、面積、フロア数の入力
室用途を選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力
セントラル空調システム、ビルマルの入力

中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 季節切替

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 55熱源システム



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 56※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

セントラル空調システム、ビルマルの登録 操作

57



1. 0から建築~設備システムの入力

セントラル空調システム、ビルマルの登録 操作

58



1. 0から建築~設備システムの入力

セントラル空調システム、ビルマルの登録 操作

59

名称の入力、
空調方式を選択し、新規追加ボタンを押す。



1. 0から建築~設備システムの入力

セントラル空調システム、ビルマルの登録 操作

60

同様に、ビル用マルチについても
名称の入力、
空調方式を選択し、新規追加ボタンを押す。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録

61

左ウィンドウのセントラルを選択し、
ポンプ、熱源のグループを登録する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録

62

熱源追加ボタンを押す。



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 63※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録

64

吸収式冷温水発生器
/直焚き二重効用
を選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録

65

吸収式冷温水発生器
/直焚き二重効用
が登録された。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録

66

空気熱源 ヒートポンプチラー/スク
ロール
を選択する。
（必要に応じて、熱源名称を入力、
熱源グループを選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録

67

空気熱源ヒートポンプが登録
された。



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 68※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 熱源機のコピー

69

空気熱源ヒートポンプ上で右
クリックして、熱源コピーを選択
する。コピーを2回繰り返して
合計3台にする。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 熱源機のコピー

70

空気熱源ヒートポンプ3台



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 71※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 並び替え

72

熱源機のいずれかの上で右ク
リックして、熱源並び替えを選
択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 並び替え

73

吸収冷温水機を選択後
下へ移動ボタンを押して
4番目に移動する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 並び替え

74

吸収冷温水機の位置が移動



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 冷水/温水/冷温水の選択

75

熱源機のいずれかの上で右ク
リックして、熱源グループ変種
を選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 冷水/温水/冷温水の選択

76

供給熱タイプで、冷温水を選択する。
台数制御有りを選択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 冷水/温水/冷温水の選択

77

冷温水の場合は、緑色。



1. 0から建築~設備システムの入力

熱源システムの登録 冷水/温水/冷温水の選択

78

冷水の場合は、青色。



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 79※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプの登録

80

二次ポンプ追加ボタンを押す。



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプの登録

81

ポンプグループの選択
名称の入力
ポンプ種類の選択
ポンプ一台あたりの流量
揚程
送水温度差
電動機種類（標準、高効率、IPM）の選択
電動機制御（固定速、インバータ制御）の選択



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプの登録

82

二次ポンプ登録された。



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 83※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプの登録

84

二次ポンプ上で右クリックして、
二次ポンプコピーを選択する。
合計2台にする。



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプの登録

85

ポンプが2台登録された。



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプ群の設定

86

二次ポンプ上で右クリックして、
二次ポンプグループ編集を選
択する。



1. 0から建築~設備システムの入力

二次ポンプ群の設定

87

熱源グループの選択
台数制御（有り、無し）の選
択
流量制御（定流量、吐出圧
一定制御）の選択
揚程設計値の設定



中央熱源システムの構築
 熱源構成
（HPチラー×3台、吸収式冷温水発生機×1台）

 4台の台数制御
 熱源優先順序 ①HPチラー②吸収式

 二次ポンプ
 台数制御

 空調機
 2管式VAV空調機 88※実建物とは異なる

HPチラー
×3台

吸収式冷温水
発生器×1台

AHU-1

AHU-2

熱源システム

1. 0から建築~設備システムの入力

1.2 空調設備の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

89

下へスクロールすると
空調機器、FCU、CAV/VAVユニットの入力



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

90

空調機、FCU、CAV/VAVユニットについ
て入力する。



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

91

空調機の入力では、行追加ボタンを押す。
空調機と二次ポンプとの接続、
空調機の仕様を設定する。



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

92

右へスクロール



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

93

・名称の入力
・機器（2管式CAV、2管式VAV、4管式CAV、4管式VAV、外調機4
管式）の選択
・二次ポンプグループの選択
・冷房・暖房
能力、冷水流量、吹出温度差、コイル列数の入力
・給気ファン、還気ファン、外気ファン、排気ファン
ファン種類の選択、電動機種類の選択、風量、機外静圧の入力、風量
制御の選択
・加湿
給水量、加熱消費量の入力、加湿タイプの選択
・全熱交換器
有り・無しの選択、バイパス制御の選択、熱交換効率の入力
・予熱時外気カットの有無の選択
・外気冷房
制御方式の選択、外気風量の入力
・空調機台数の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機、VAVの入力 操作

94

入力、設定する項目が多いので、エ
クセルを利用すると良い。



1. 0から建築~設備システムの入力

CAV/VAVユニットの入力 操作

95

名称の入力
種類の選択（CAV、VAV）
最大設計風量、最小風量、台数の入力



1. 0から建築~設備システムの入力

CAV/VAVを室に配置

インテリア インテリアペリメータ ペリメータ

AC-1-14-1AC-1-14-2

インテリア

96



1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置 操作

97

図面にCAV/VAVを配置し、
そのVAVと空調機を接続
する。



1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置 操作

98

右ウィンドウのセントラルをクリックする。
CAV/VAVユニット、空調機群が示される。
（黒字は未配置）

VAVユニットを左クリックし、
次に図面上の空調しているゾーン上で左クリッ
クすると、VAVユニットが配置される。



1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置 操作

99
VAVが配置された状態
設置されると赤字になる。
他のVAVについても同様に室に配置する。



1. 0から建築~設備システムの入力

VAVを室に配置 操作

100
VAVが配置された状態



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機を配置 操作

101
空調機も同様に配置する。
空調機は、どこにおいても良い。



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機を配置 操作

102
空調機も同様に配置された。



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機とVAVを接続 操作

103
空調機とVAVを接続する。
空調機を左クリックしてアクティブにした状態で、
VAVをクリックして接続する。



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機とVAVを接続 操作

104
空調機とVAVが接続された。



1. 0から建築~設備システムの入力

空調機とVAVを接続 操作

105
他のVAVについても、同様に空調機接続する。



1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

106

ビル用マルチについても、同様に入力、設定する。



1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

107

ビル用マルチについても、同様に入力、設定する。

設定された屋外機と屋内機



1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

108

室内機の名称を「(室外機名称)_UT」として
自動接続を有効にすると
室外機と室内機を自動配置する。



1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

109

右ウィンドウのパッケージスプリット型をクリックする。
ビル用マルチ室内機が示される。（黒字は未配置）

パッケージスプリット型を左クリックし、
次に図面上の空調しているゾーン上で左クリッ
クすると、室内機が配置される。



1. 0から建築~設備システムの入力

ビルマルの入力 操作

110室内機が配置された。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.3 換気設備の入力

「行追加」

111



1. 0から建築~設備システムの入力

1.3 換気設備の入力

非空調室の入力
室名:便所、室番号、台数 「行追加」

排気ファンの仕様を入力

非空調室の入力
室名:便所、室番号、台数

排気ファンの仕様を入力

112



1. 0から建築~設備システムの入力

1.4 照明設備の入力

113

メモ:
照明器具名称、消費電力、
台数を入力する。



1. 0から建築~設備システムの入力

1.4 照明設備の入力

114



1. 0から建築~設備システムの入力

1.4 照明設備の入力
メモ:
昼光利用制御、在室検知
制御、初期照度補正、タ
イムスケジュール制御

115



1. 0から建築~設備システムの入力

1.5 給湯設備の入力
メモ:
給湯方式に応じた給湯機
器、給湯使用量を入力す
る。

行追加

行追加

116



1. 0から建築~設備システムの入力

1.5 給湯設備の入力

117

電気温水器の仕様を入力

先止まり配管設備入力

給湯利用対象者のいる室を入力



1. 0から建築~設備システムの入力

1.6 昇降機設備の入力

118

昇降機の仕様、対象室を入力

行追加



1. 0から建築~設備システムの入力

1.6 昇降機設備の入力

119

昇降機の仕様、対象室を入力



1. 0から建築~設備システムの入力

1.7 太陽光発電設備の入力

120

行追加



1. 0から建築~設備システムの入力

1.7 太陽光発電設備の入力

121

太陽光発電設備の仕様を入力



計算実行ボタン

122

メモ:PAL＊、
一次エネルギー消費量、
基準計算に☑を入れ、
計算を実行する。

2. 一次エネルギー消費量の計算
計算の実行
2. 一次エネルギー消費量の計算
計算の実行

計算中のグラフ画面



2. 一次エネルギー消費量の計算

PAL* 結果表示

123



2. 一次エネルギー消費量の計算

一次エネルギー消費量 結果表示

124

40%削減
(省エネ分)



2. 一次エネルギー消費量の計算

一次エネルギー消費量 結果表示

125



2. 一次エネルギー消費量の計算

届出書の入力

126



2. 一次エネルギー消費量の計算

計算結果の出力

127



2. 一次エネルギー消費量の計算

入力一覧の出力

128



2. 一次エネルギー消費量の計算

入力一覧の出力

129



2. 一次エネルギー消費量の計算

BELS申請用出力

130



END


